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開会の挨拶
東北文化研究室長　花　登　正　宏
東北文化シンポジウムの開会にあたりまして､一言ご挨拶を申し上げます｡東北文化シンポジ
ゥムということですが､わたくしの専門は中国語学･中国文学ということで､東北の文化につい
ては特に研究しているわけではありません｡研究科長になりましたら室長に就任せよということ
で､今回この場でご挨拶をさせていただきます｡ただ､そういうことではございますけれども､
今回のシンポジウムのテーマ｢死を見つめる心　現代東北の葬送文化｣というこのテーマについ
ては､非常に関心を持っています｡死というものは誰にでも訪れますし､わたくしも早くに両親
を見送ってまいりました｡そしてまた､この6､ 7年の間に､これは家内のほうですけれども､
3人の肉親を見送らせていただきました｡それで､そのことと関わったことを､ノこれからお話を
させていただきたいと思います｡この三人はいずれも仙台で見送らせてもらいましたoまず最初
は祖母で､ある葬儀社にお願いをして葬儀､式を行ないました｡その進行は､当然通夜がはじめ
にありまして､そして葬儀､告別式､その後に火葬ということでした｡わたくし生まれは関西､
京都ですけれども､これは京都と全く同じだなということで何の違和感も抱きませんでした｡そ
の次に見送ったのは父親でした｡父親については､何故そうしたのかは今記憶にありませんが､
別の葬儀社にお願いをいたしました｡その式の次第といいますと､通夜､これはもちろんあるわ
けですが､その後すぐ火葬にふされたんですね｡そしてその後､葬儀､告別式ということで､葬
儀､告別式の時にはもう遺体は無くなっていて､骨になっておりました｡遺骨になっておりまし
た｡私､葬儀をこのような進行順序で行うということを最初に聞いたときに非常に驚きました｡
告別式､葬儀のときにですね､遺体が無いというのは初めての経験であったからです｡私と同じ
ょぅな方は他にもたくさんいらっしゃるようで､その葬儀社の休息するところには､ ｢骨葬とは｣
というようなことで､詳しい説明がございました○そこで､私が不思議に思ったのは､同じ仙台
なのに葬儀社によってやり方が違うというのはいったいどういうことだろうか､というようなこ
とで､東北地方におけるこういう葬送というものについて､関心を持つに至りました｡
それから今度はですね､お骨が戻ってまいりますと､いずれこれを埋葬する必要がありますo
祖母の場合は四国の出身でして､またその祖父のお墓が四国にありましたから､そこに埋葬いた
しました｡これはなんの問題も無かったわけです｡じゃあこの義理の両親の場合はどうするか｡
両親も非常に生前から心配しておりました｡子ども二人が両方とも娘でありましたので｡つまり
○今まで自分たちが名乗っていた｢○○家｣というのはここで途切れてしまうわけで､いかにした
五ものかと｡そういうような時､わた(しは中国文学研究室､この東北大学の中国文学研究室の出
身でありますけれども､そこの先輩である､千坂峰山李という人から､本の贈呈を受けましたo正
確な名前は今ちょっと忘れましたが､それは三省堂から出た､樹木葬というものについての本で
した｡もうここにいらっしゃるような方はご承知かと思いますけれども､里山に遺骨を埋葬し､
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そこにささやかな､ささやかといいますかあまり大きくない木を植えて､それを墓標とするとい
うようなやり方のものでありました｡そういうような本を両親に見せますと､すぐにその一関に
連れて行ってもらいたいと｡そこで､一関のその樹木葬のところに行きますと､もうその日のう
ちに､自分たちが入るところを決めてまいりました｡こういうような､そういう締めくくりのあ
り方というようなものもあるのかと､私は非常に興味深く思っていました｡私も還暦を終えます
と､もうそろそろ仕事の方の締めくくりはもとより､人生のほうの締めくくりについても､全然
考えないわけではありません｡わたくしのところも娘一人でありまして､いったいこれから先､
そういうようなことをどうするかというようなことについて､家内ともども考えていかなければ
ならないというわけです｡本臼はこういう深刻ではありますけれども誰にとっても訪れる､こう
いう問題についてのシンポジウムで､本日は遠方より碑文谷創先生､それから山田慎也先生をお
迎えしてこのシンポジウムを開催させていただきます｡そういうわけで私にも大いに興味がござ
いまして､最後まで聞かせていただきたいんですが､実は今日この挨拶があるということで､あ
る会の開催を遅らせてもらっていますので､本日はこれで中途退出という､大変不調法なことに
なりますけれども､このシンポジウムの成功を祝ってこれをもって挨拶の言葉とさせていただき
ます｡
